
熱中症要配慮者に対する対応

実施タイミング 今後の進め方

1 構内経験５Ｙ未満 〇ビデオ・PPT等による特別教育を実施。 ５月中実施 〇教材・ﾋﾞﾃﾞｵ　PPT等

（現企業経験５Y未満）（今までの教育に対し、危険意識・予防知識を再認識し高める教育） 短期入構者・新人はその都度 （現状各社に配布してあれば、確実に

（5Y以上は今までの教育で可） 　使用し教育を行えるようにする）

2 構内経験１Ｙ未満 〇体温測定による休憩時間・体調の管理を実施。 熱中症予防対策シート使用時 〇体温計タイプ

　・短期入構者 （体温に現れない熱痙攣等もあるため、判断時の目安として使用） ・５／１６～９／３０日対策期間 　衛生上も含め各種検討願います。

　・新人 　[測定タイミング］ 　［目的］ ・対策期間外での高温雰囲気 　非接触式体温計：ｽﾎﾟｯﾄ・新人ｸﾞﾙｰﾌﾟに１個

１）休憩終了前の体温測定 ①身体の冷却が図れているか 　内作業 　耳式体温計：各人ﾌﾟﾛｰﾌﾞ保有付け替え使用

②体調がおかしくなっていないか 　（目安：雰囲気温度33℃超え） 　耳式体温計：ｽﾎﾟｯﾄ・新人各１個（水洗使用）

２）体調に疑問をもった場合の測定 ①体調判断の参考値としての測定 　使い捨て体温計：各人数枚

　脇測定：10秒測定、ｽﾎﾟｯﾄ・新人各１個

３）体調不良発生時の測定 ①迷わず救急車を呼ぶ 〇今期傾向分析：各社の測定結果で分析

②処置の参考値としての測定 　評価し、有効な使用方法を提案願います。

3 構内１Ｍ未満 〇指導員人選配置し、作業中の指導・生活習慣の指導等を実施。 熱中症予防対策シート使用時 現状、熱中症となる人が見抜けていない。

　・短期入構者 　［指導員の役割］ ①作業負荷・作業内容の指導 ・５／１６～９／３０日対策期間 体温測定と共に、指揮者の補助として

　・新人 ②体調管理と休憩等の指導 ・対策期間外での高温雰囲気 指導員を設ける。

③生活習慣の指導 　内作業

④熱中症に対する個人差認識 　（目安：雰囲気温度33℃超え） 〇チェック表修正：修正済み。

4 順化していない 　［指導員と成り得る方］ ①現企業経験5Ｙを超える作業者 　　使用開始までに追加修正部は設備部

　　　　作業者 ②監督者 　　への連絡を行ってください。

※作業前１０日間で、現場 ③安全専任者 〇指導員の腕章：手配願います。

　　作業（整備場作業は除く） ﾁｪｯｸﾘｽﾄに氏名を記入の上、 　　熱中症指導員の腕章、若しくはワッペン

　　が2日以下の作業者 指導員の腕章を着用すること。 　　等着用ください。

１）異常申告者については、作業から外すもしくは、構内経験１Ｍ未満と同様に指導員を配置し作業内容の変更等の配慮を行うこと。

その他 ２）各場所での熱中症予防対策項目（投資案件は除く）を基本として、施工・保全・建設で協議し作業環境管理を推進して行く。

３）各設備室にて、今後も継続的にＷＢＧＴデータ・リスクアセスメント結果（対策内容）を見直・修正して行く。

熱中症要配慮者 目的と対応内容・方法

　機械統括　熱中症対策活動

携帯型熱中症計配布（新入社員・配転者分）
熱中症対策
　ｸﾞｯｽﾞ配布 (ｽﾁｰﾙ )７

２０１１年度分申請～認可～工事実行
熱中症投資案件
　　工事推進

６

パトロール時フォロー
熱中症予防チェックリストに空欄が無きよう完全に

　　記入する

チェックリストの

　　完全記入
５

①～④＋赤

青

黄

ピンク

赤

順化していない⑤

構内経験５Ｙ以上

構内経験５Ｙ未満

構内経験１Ｙ未満

構内経験１Ｍ未満

③

④

②

①

運用：5/16～
見直：～5/25

昨年の熱中症災害事例より熱中症条件設定リストの
　　見直しを実施する

熱中症条件設定
　　リスト見直し

１

見直：～5/25
開示：5/30

昨年の作業実績（施工者よりヒヤリング）よりリストの

　　見直しを実施する

暑熱作業　　　

　　リスト見直し
２

補修登録会社リストによる洗い出し
　→ﾙｰﾙを知らない会社については元請が教育する

　　※元請が知らない場合は発注元が教育する

要配慮者区分によりヘルメットに表示をし見える化を図る

内　　　　　　容

機械統括ﾙｰﾙを
　知らない会社

　の洗い出し

　要配慮者
　リスト作成

　　↓　
　要配慮者
　の見える化

活動項目

作成：毎月＆変更都度
例

・５Ｙ以上で順化してない

・１Ｍ未満で順化してない

・１Ｙ未満

３

洗出：～5/25
開示：5/30

４

備考ＮＯ

２０１１年　機械統括　熱中症対策活動

はなや

おかやま

いわした


